
ビッグファイブ（ OCEANモデル）は、 MBTI
のように人を特定の「箱」に分類する固定的な類型論ではなく、 5
つの連続したスペクトラム（次元）による量的測定を基本とします。しかし、臨床心理学、組
織心理学、パーソナリティ研究においては、「 5つの因子の高低（ハイ /
ロー）の特定の組み合わせパターン」に共通する傾向が見出されており、それぞれに代表的な
通称や「アーキタイプ（原型）」が割り当てられることがあります。

本稿では、ビッグファイブの主要な因子コンビネーションから導き出される代表的なアーキタ
イプ分類を、拡張版として網羅的に一覧化します。

以下は、 O（開放性）、 C（誠実性）、 E（外向性）、 A（協調性）、 N
（神経症的傾向）の組み合わせ傾向に応じた代表的なプロファイル分類です。

因子プロファイル : 開放性（ O）が極めて高く、誠実性（ C
）もそれなりに保持している状態。
特徴 :
新しいアイデアや抽象的概念への強烈な好奇心を持ちながら、それを現実のプロジェ

ビッグファイブ（ OCEAN
）の主要プロファイルとアーキタイプ分類
一覧

1.
はじめに：連続値のプロファイルから「アーキタイプ」を
読み解く

2. 5
大因子の組み合わせに基づく主要アーキタイプ一覧（拡張
網羅）

① 「イノベーター  / 探求者型」（ High O, High/Moderate C,
Balanced E/A, Low/Moderate N）



クトや知的成果物として形にする実行力を併せ持つ。
対話的共鳴 : INTJや INTP、 ENTP
などの分析家グループに多く見られる、知的フロンティアを開拓するアーキタイプ。

因子プロファイル : 開放性と誠実性が高く、外向性（ E
）が低め（内省的）なプロファイル。
特徴 :
一人の時間を好み、深遠な内省と論理の構築に没頭する。外部の社交よりも、内的な
システムの完成度や真理の追求を最優先する。
対話的共鳴 : INFJ、 INTJ、 INTPなどの内省的・戦略的思考に特化した仕様。

因子プロファイル : 誠実性と外向性が高く、情緒的安定性（低 N
）に優れるプロファイル。
特徴 :
圧倒的な実行力と組織統制力を持ち、プレッシャーに強く、明確なビジョンを周囲に
示しながらプロジェクトを力強く牽引する。
対話的共鳴 : ENTJや ESTJなどの管理的・統括的指揮官タイプ。

因子プロファイル : 誠実性と協調性が高く、秩序や伝統を重んじるプロファイル。
特徴 :
規律、ルール、安定した環境の維持を好み、予測可能なシステムの中で高い責任感を
発揮して組織やコミュニティを支える。
対話的共鳴 : ISTJや ISFJなどの番人（ SJ）系に強く共鳴する実務・秩序アーキタイプ。

因子プロファイル : 協調性（ A
）が非常に高く、他者の感情やニーズに敏感に寄り添うプロファイル。
特徴 :
集団の調和や人間関係のケアを最優先し、他者の痛みや喜びを自分のことのように受

② 「アナリスト  / ストラテジスト型」（ High O, High C, Low E,
Balanced A, Moderate N）

③ 「リーダー  / コマンダー型」（ Moderate/High O, High C, High
E, Balanced A, Low N）

④ 「ガーディアン  / センチネル型」（ Low/Moderate O, High C,
Balanced E, High A, Low/Moderate N）

⑤ 「ケアテイカー  / 共鳴者型」（ Moderate O, Moderate C,
Balanced E, High A, Moderate N）



け止める共感のスペシャリスト。
対話的共鳴 : INFJ、 ENFJ、 ISFJなどの外交官・世話役系アーキタイプ。

因子プロファイル : 開放性と外向性が高く、情動の揺らぎ（ N
）や感受性が豊かである一方、厳格な秩序（ C）よりも自由を好むプロファイル。
特徴 :
爆発的なインスピレーションと感情の起伏をエネルギー源にして、芸術的・表現的な
活動や新しい体験の冒険に身を投じる。
対話的共鳴 : ENFPや INFP、 ESFPなどの芸術家・探求者タイプ。

因子プロファイル :
開放性が低め（現実主義）で、誠実性と情緒的安定性が非常に高いプロファイル。
特徴 :
抽象論よりも目の前の実務や数字、確実なデータを重んじ、着実に成果を積み上げる
現実的・実用的な問題解決者。
対話的共鳴 : ISTJや ESTJの実務基盤を支えるプラグマティックな仕様。

因子プロファイル :
外向性が低く、協調性が高い一方、変化（開放性の低さ）やストレス（神経症的傾向
）に対する慎重さが強いプロファイル。
特徴 :
激しい変化や競争を好まず、慣れ親しんだ穏やかな環境と信頼できる少数の人間関係
の中で平穏を守ることを最優先とする。

これらのアーキタイプは、あくまで「どの因子の組み合わせがどのような行動傾向や強みを生
み出すか」を直感的に理解するためのコンパスです。

⑥ 「クリエイター  / エクスプローラー型」（ High O,
Low/Moderate C, High E, Moderate A, High N）

⑦ 「リアリスト  / プラグマティスト型」（ Low O, High C,
Balanced E, Moderate A, Low N）

⑧ 「ディフェンダー  / 安定志向型」（ Low O, Moderate C, Low E,
High A, Moderate/High N）

3.
結び：ラベリングを超えた「動的プロファイル」としての
運用



人間は単一の箱に収まるものではなく、それぞれのファセット（下位次元）のグラデーション
や、環境（アコモデーション）による変化を持っています。ビッグファイブの数値的・構造的
傾向をこうしたアーキタイプと照らし合わせることで、自己理解の解像度をさらに高めること
ができます。
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